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登壇 

 

 

安藤：皆さん、こんにちは。2026 年 2 月期第 3 四半期の決算説明をさせていただきます。 
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まず、業績予想の修正についてです。

業績予想の修正ということで、下方修正ということで発表をさせていただきました。 

要因につきましてはスポーツエンタテインメント、バスケットボールチームの事業のスポンサー収

入およびチケット売上が大幅未達ということと、識学のプラットフォーム売上が未達になります。 
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詳細はここで説明できればと思うんですけれども、今期 B リーグの中で最上位のリーグでありま

す B プレミアへの参入を目指すことで動いております。その B プレミアにいくことによってチー

ムとしての売上水準やチームとしての企業価値の大幅な向上を図ることができるということを目指

しています。 

今期 4,000 名の集客を達成することで、各チームが苦戦しておりますアリーナの要件等につきまし

てもクリアしていますので、この 4,000 名をクリアすると 2029 年シーズンからプレミアにいく資

格をほぼ確実にできるということです。少ない社員数の中でやっていますので、ここを優先した結

果、スポンサーに対する売上のための営業等に時間を割くのがなかなか難しくなってしまいます。

要は単価を上げて去年並みの獲得ができれば、一定売上の向上が図れると読んでいたんですけれど

も、そこがなかなか難しいことが一つの要因です。 

あとは識学の既存事業は、1 社当たりの単価は上がってきているんですけれども、新規受注の社数

の伸び悩みがございますので、そういう意味ではプラットフォームのほうの顧客数の伸びが苦戦し

ているところです。この大きく 2 点が、年間の売上高を達成できない要因になっております。 

一方、費用側は識学の既存のメインの事業に関しましては売上が伸びなかった分、費用コントロー

ルにおいて単体でいうと一定収益を上げられる状況にはなっているんですけれども、その他のとこ

ろで大きく費用が出てしまったということです。 
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その一つが先ほどの話の継続になりますけれども、この B プレミア算入のために 4,000 名達成を

実現するために、シーズンが 10 月からなのですが、前半のうちにこの 4,000 名をできる限り上回

ろうということで、識学でいいます第 3 四半期に集中的に費用投下したところもありまして、費用

が大きく上回ってしまったことになっています。 

さらに、ここにファンドにおける投資有価証券における減損が重なってしまったこと。三つ目はポ

ジティブなところかなと思うのですが、今後の中心施策としております M&A、製造業の連続 M&A

において、具体的に数件話が進んできている中で、デューデリの費用が思ったよりちょっとかかっ

てきたなということがありましたので、この辺りは来期以降、予算にしっかり組み込んで、しっか

りコントロールしていきたいなと思っております。 
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図解するとこんなかたちで、識学の組織コンサルティングに関しまして売上はへこんでいるんです

けれども、費用面のコントロールが一定できていますので、影響度としてはそんなに大きくない。

ですので第 3 四半期が始まる時点では、少し利益のところは厳しいかなとは思っておったんですけ

れども、ただ下方修正するほどの落ち込みじゃないかなと考えておりました。しかし、スポーツエ

ンタテインメントのところが、弊社の第 3 四半期からの売上の構成が非常に苦しい状態になってし

まいまして、今回このタイミングでの下方修正となってしまったということでございます。 
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今後の見通しや株主還元方針でございますが、先ほどから申し上げていますとおり、識学単体の収

益力としては維持しておりますので、本業の稼ぐ力は引き続き、期待どおりの成長とはいえません

が、一定維持している状況であると考えております。 

一方、この 3～4 カ月、かなり無理をしましたスポーツ事業のほうは、チームの成績が良いところ

もありまして、スポンサーの収入も徐々に回復してきているところと、あとは 4,000 名動員をメイ

ンにしておりましたので、そういう意味では無料チケットのばらまき等もやっていた中では、最近

の数試合はほぼ満員に近い方々に来ていただくようになりまして、有料でチケットを買っていただ

くお客様の数も増えてきていることになります。 

来期は 4,000 名ではなくて 3,000 名の集客でいいということでございますので、今期ほど無理をし

たことをやらなくていいことが 1 点。そういうことで、チケットの有料比率も上げることができる

ことを考えているのが一つ。 

あとはやはり今期、昨シーズンと比較して来場者数が倍になっていますので、そういった意味では

スポンサーの皆さんから、来期は今の価格のままではなかなか難しいよねというお声もいただいて

おります。来期に関してはスポンサーの引き続きの値上げ、獲得のほうもかなりポジティブに動く

のではないかと考えておりますので、そういう意味では、来期は初めての黒字を目指してやってい

きたいなと思っております。 
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業績が上下して、株主の皆様には大変ご心配とご迷惑をおかけするところがあると思いますが、引

き続き単体の収益力はあることと、あとは財務基盤が一定安定しているところから、来期に関しま

しても引き続き、この株主優待は継続していきたいと考えております。 
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続いて決算概要についてです。 

 

 

概要につきましては今話したことが全てです。 
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注視すべき点でいいますとファンド事業の減損と、第 3 四半期単体では非常に厳しい数字になった

ということでございます。 
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この内部取引消去後によって、スポーツエンタテインメントのところの赤字金額が非常に大きくな

っているところでございます。 

ですので、今期は来期以降の大きな業績を含めた、飛躍に向けた投資だとご理解いただければなと

考えております。 
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組織コンサルティング事業はなかなかこの数年、大きな成長が難しい状況になっておりますが、ち

ょっとずつ改善していくことによって微増の状況かなと思っております。ここに関しては、やはり

大幅に何かが改善して、一気に数字が飛躍的に伸びていくことはなかなか考えにくいかなという現

実をしっかり受け止めながらの、今後の経営戦略を変更していかないといけないなと考えておりま

す。それが最後にご説明しますが、製造業の連続 M&A につながっていくということで、ご理解い

ただければなと思っております。 
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各数字はなんとか粘っているところでございまして、減少傾向ではなく、徐々に受注も回復傾向に

はあるんですけれども、とはいえなかなか期待どおりの安定した受注は今現状、難しい状況は変わ

らない状況かなと考えております。 
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コンサルタントの人数は徐々に増えてきているということでございます。これはコンサル事業の成

長はなかなか難しいところではありますが、彼らが今後の M&A の買収先に乗り込んでいく部隊で

もありますので、この辺りはしっかり充実させていきたいなと思っております。 

 

累計の契約社数はなんとか 5,000 社を 1 月 14 日で超えたということでございまして、少しずつで

はありますが積み上げていっている状況でございます。 
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株主優待については引き続きやってまいるということです。 

 

M&A についてです。 
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私どもの今後の成長に対してどう考えていくのかなんですが、このメインの組織コンサルティング

事業はキャッシュの創出基盤であり、独自の識学ノウハウの供給源ということでございます。 

これまでは、ここにプラスアルファで会社の根幹を支えるような事業を新たにつくり出すことはチ

ャレンジしていなかった。周辺領域において事業をつくっていったということでありますが、今回

の長期保有型の M&A は第 2 の構造的成長エンジンということで、組織コンサルティング事業と並

ぶ売上、利益、もしくはそれを超えてくるような売上、利益をつくっていくことを目的として、こ

の事業を始めます。これは当然、われわれが 5,000 社近くへの組織の支援をやってきた経験、そし

て下にもありますようなハンズオン支援ファンド、VC ファンド等をやってきた経験と、あとは何

百社も今まで組織に対応してきたコンサルタントも、数十人単位で抱えている強みを最大限に生か

せる。そういう事業だと思っておりますので、この長期保有型の M&A をしっかり進めていくこと

によって、組織コンサルティングとの 2 大柱をつくっていきたいなと考えております。昨今の少し

不透明なこの世の中において、組織コンサルという事業は識学の理論を聞いて、良いなと思ってご

契約いただくハードルは日に日に上がっているなと感じます。一方でわれわれ自身が長期保有型の

M&A を実行し、われわれの子会社がしっかり成長していく姿を見せることで、よりコンサルティ

ングに対する信頼度が上がっていくことによって、結果的に組織コンサルティング事業の受注率な

んかにもつながっていくのではないかと思っております。 
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識学ノウハウというわれわれの最大の強みをより強固なものにしていき、そしてお互いが影響を与

え合いながら、しっかりと事業を伸ばしていく。そういう枠組みがようやくでき上がってきたかな

と思いますので、来期、この数年に関してはここをしっかりとかたちにしていくことで、着実に成

長していくことが可能なのではないかと考えております。 

この図のとおり、識学のノウハウの中でいろんな事業が影響を与え合いながら、識学ノウハウが世

の中に広がっていく。そしてわれわれの会社も伸びていく姿をしっかり目指して、やっていきたい

と思っております。 

 

 

 



 
 

 

サポート 

日本   050-5212-7790      

フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 

17 
 

 

今、現状はこういう状況でございまして、意向表明に関しては今、第 3 四半期までに 7 社というこ

とでございまして、なんとか、実行まで発表できるかは分からないんですけれども、デューデリ等

も進んでいる会社が数社ございますので、その中でできるだけ早いタイミングで次のステップに進

んでいきたいなと考えております。 
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以上です。 
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質疑応答 

 

司会 [M]：それでは、ここから質疑応答の時間といたします。ご質問がある方は、手を挙げるボタ

ンを押してお待ちください。こちらから順番にミュートの解除依頼をいたしますので、依頼が画面

に表示された方は解除してからお話しください。また、ご質問の際は会社名とお名前を先におっし

ゃっていただいてからご質問いただきますよう、お願いいたします。 

質問のある方はいらっしゃいますでしょうか。いらっしゃらないようなので、質疑応答を締め切り

ます。 

それでは以上にて、2026 年 2 月期第 3 四半期、ウェブ決算説明会を終了いたします。なお、弊社

では積極的に 1on1 ミーティングを実施させていただいております。今後の成長戦略についてもよ

り詳細にディスカッションさせていただきたいと考えておりますので、何とぞよろしくお願いいた

します。 

本日はご参加、誠にありがとうございました 

［了］ 

______________ 

脚注 

1. 音声が不明瞭な箇所に付いては[音声不明瞭]と記載 

2. 会話は[Q]は質問、[A]は回答、[M]はそのどちらでもない場合を示す 
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